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i.投じめに

軌薫∴:･,∴.･∴リ.:甘1.I::iti:ilk. ミ:-1イ ン を限 定 しても､大
半1沌持杏J.:妄十 .･･:.､い膏 :守戦 侶薄{,i.:_(,':J変動に庶結して､意
味ii･哩,:r:i.I;i.{;主等持十 .･'lT,::ほ.I/.l･I:,I .-.汁 .i.規再三の技術では依存
間伐,'･lr尉;-三三･し･r:∫T ∵廿 pi二･j∴ 小ゝご十二.I.･.,五 二J.)ため､表層の

触静繍磯が東解釈網漁濃密礁親機轟芸神髄過激れ軸激味激現の構

造;J,I)J汗 ff,:早馬芋::十十立..､::･こL{i:fl:TiirPJ'D二･とになる｡又､依存

構i:t_S:i･朋 ､ぎ静･'/∵二言 .†tTt..i.･Lt;.圭.i∴ 亘 い･1:.'B.･Lji:.矧 i汀ニよって､意味

.lil'..a;t.ご言声 こ!.I:li+.三:Jii.r･:,:,∴.)･･.i..L距 音こ枯 Lp,従来.様々な意味表

現 [･l'鳥 載 .寺.;t･l=.i.,ー圭:鳥 ∴ ニ仁 ::'1一三!:.:Llなど)､こU)問題
fT･iil:十二･号言吊 守 ∵∴I,AI,::･.､

樟=1'::潤.I.::.∴ 一･',工十 ;･...:,,il照 付 潮 摺I!:庶減させる1/)の方法
とト:-..lf:./E･苓二:.,;力無 ii.･･,';:f:･刑 灘念fJ,.i:7･味結)中に繰り込み､任

激の述静で構成される節の意味を､r断定｣の述語 rある｣を唯

-の述簿とする表現に変換する意痕表現手法を提案する｡又､

属性概念に繰 り込むことが出来ない依存関係の解釈方綾につい

て検肘する｡更に､依存関係の解釈では解決できない､複数文､

節の解釈方法として､意味表現の文脈､知識-の位置付けに基

づく藩味解釈について検討する｡

之.意味表現の困難

蘇味表現が､意味内容海に常に一定の構造を持つのであれば､

藩味表現の構造から容易その意味内容を同定することが出来る｡

しかし､意味表現の構造とそれが表す意味内容とは1対1に対

応しないO同轟表現であっても､表層の依存構造が異なれば､

意味衆現の構造もそれに伴って変動し､意味の同等性を捉える

ことが出来ない｡又､同じ意味を表す入力文が分割されて､複
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数文で表現されれば､意味表現も同じ数に分割されてしまうO

このため､入力文の意味に対応する意味表現を文脈や知織内で

探そうとしても､どのような形の意味表現を探せば良いかを予

測することが出来ない｡

従来､単語に関しては､辞音中の全ての簿をカバーする意味

体系を定義して語の意味の全体集合を設定することにより､語

に付与された意味素性を通じて､その全体集合上に語の意味を

位置付けることが行われている｡これにより､語と語･との間で､

同義関係､上位下位関係､全体､部分一属性一価関係､格関係

等の意味関係を級別することが出来る｡

これに対して､句､節に対しては､意味の全体集合を定義し､

意味の分類体系を設定して､意味の位置付け､比較､同定を行

うことが出来ない｡これは､静と静が依存関係で結合されて句､

節が構成された場合､静の意味から句､節の意味を計算する方

法が兄いだされていないためである｡このため､表層の依存関

係を未解釈のまま用いて意味表現を構成せざるを得なくなり､

表層の依存構造の多様性がそのまま意味表現に引き継がれてし

F叫ノ
l

1

ま
(

(

ことになる｡例えば､

1

2

)｢私は東京から高速で日光に行く｡｣

)｢私は日光に行く｡出発地は東京だ去高速を使う｡｣

という､2つの表現は同一の意味内容を表すが､述語形式によ

る意味表現､

(2-1) Go(私､東京､日光､高速)

(2-2) Go(私､nil､日光､nil)∧Eq(出発地､東京)∧

Use(nil､高速)
に内在する依存構造は､対応する入力文の依存構造と全く同型

である｡このため､入力文が3文に分かれると､意味表現も3

つに分かれることになる｡意味ネットワーク､フレーム等他の

意味表現方式の場合も全く同様である｡このように､句､節の

意味を評価し表現することが出来ないために､句､節の可能な

意味の全範囲を体系化して､入力文の意味表現をその体系上に

位置付け､意味の比較を行うことが出来ない｡こうした困難を

回避して､語の意味の認識と同様に句､節の意味を識別する1

つの手段として､意味表現から依存関係表現を出来る限り排除

し､排除不能な依存関係部分に関しては､意味によって変動し

ない共通の概念が構成する依存関係のみが残るようにして､依

存関係の多様性に左右されずに意味の比較､同定を可能にする

意味表現を検討する｡

3.依存関係の表現を圧縮した意味表現

3.1.述語意味表現
以下の同義変形に着目する｡

｢小金井に住んでいる｡｣

｢住んでいる場所は､小金井である｡｣

｢珪堕は､小金井であるo｣
｢車を200台収容できる｡｣

｢些重要皇墨塾は､200台であるoJ

｢壁容奇襲は､200台である｡｣

)

)

~ヽ′
)

)

)

1

2

3

4

5

6

(

′し
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(

(1)- (3)､(4)- (6)の変形は､鳩詞Ⅹ一格助詞Y-

述語Z｣という依存構造に､格に付く名詞の意味クラスを表す

名詞W､及び､｢-｣の意味を表す ｢(で)ある｣を挿入し､元

の述語Zを連体修飾節の中に埋め込んで､｢(で)ある｣を主動
詞とする表現に変える変形である｡｢連体修飾節-W｣は最終的

に名詞1語変換されるOこの名詞 (上例では､｢住所｣r収容台
数｣)は､元の述語Zの意味を構成する属性概念 (以下､現象属

性)の1つであると見ることが出来る｡元の依存構造は､｢-｣
が支配する常に一定の依存構造に変換される｡これを､｢-｣の

表現を省略して､｢現象属性 属性値｣と来す｡

｢副詞V一述語Z｣は､r～の値に等しい現象属性を持ってZ
する｣等の形式で意味を記述することが出来るため､｢Zする現
象属性は～の値に等しい｣と変形することが出来る｡

｢ゆっくり走る｡｣ (7)

- ｢(標準と比較して)[-〕に等しい速度を持って走る｡J

｢吏奉遷塵は､(標準と比較して)-である｡J (8)

｢塵壁速度は､(標準と比較して)-であるo｣ (9)
こうした変形は､任意の述静を-ツドとする任鹿の連用成分

に対して行うことが出来る｡

そこで､任意の述語から構成される文の依存棉連を ｢述静+

各連用成分｣庵の枝に分割し､各校に対して上紀の変形を行い､

｢現象属性 属性値｣表現を生成して､これを束ねたフレ-ム
形式によって述静放念の意味を表す (図1)Oサ変名網等現象を

表す名詞概念の意味も同様な形式で衆現する｡属性億は､[知織

値]修飾値という形式を持つ｡知織値は､その属性に関する知

織として､辞書に予め記載されている健である¢修飾健は､入

力文で指定された値であるOいずれの健も､名聞激味表現-の

ポインタ又は数値､記号が格納される｡｢属性限定句｣属性は､

副詞概念意味表現-のポインタを直接修飾先現象属性の修飾健

に格納することが出来ないために殴けちれた属性である｡r属性
限定句｣属性の修飾値に副詞概念密味衆現へのポインタを格納

する｡

副詞類 (副詞､連用形形容 (勤)開)概念密味発現は､

｢現象属性 [知織催〕修飾催｣
(修飾値には､程度副詞等による限定情報が格納される｡)

の形式で表す｡

図1､, ､ 要

断主対象 [NⅠL]脚 鯨
現細 性2 蜘珊鮭2]修飾値2
●●■■■■■

棚 性n 蜘繊艦n].健鵬 n

図2 1漸敬 鵬 現

但し､全ての述語とその連用成分が作る依存構造を ｢断定｣

の述語を-ツドとする依存構造に変換し､｢現象属性 属性催｣

という形式で表現して､｢断定｣を陽に表現しないことから､

｢断定｣の ｢ある｣の意味を表す意味表現は別途の扱いが必要

となる｡｢断定｣の述語 ｢ある｣の主格名詞句を ｢断定対象｣属

性､｢で｣格名詞句を ｢断定帰結｣として､これらの格成分の組

を ｢断定対象 [NIL]断定帰結｣の形で表現する｡他の連

用成分に関しては､一般の述語と同様に表現する (図2)0

以上の表現形式により､｢述語+各連用成分｣の意味を現象属

性1語で参照出来るようにする｡

更に､用例から､出現しうる全ての述語 と連用修飾

成分を収集 して､全ての現象属性を体系化する｡ これ

により､属性間ひいては節間の意味の比較､対応付け
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を可能にする｡

3.2.名詞意味表現

名詞と名詞を修飾する連体修飾成分に関しても､述語と同様
に依存関係の圧縮を行う｡

｢1kgの遺さのPC｣
｢H kg]に等しい魔さを持っているPC｣
｢pcが持っている 1kgである｡｣
｢旦旦聖連主は､Ikgであるo｣
現象属性の場合とは異なり､｢策体の属性｣という表現に1つの

;称 Id､

嚢陣幕棚 性 2 蜘樹液2]働肘直2
■●■■■●●

嚢陣容柵 .n n 蜘繊艦n]僧卿据n
耕 S 加ⅠL]働 植O

# 蜘鵬 1〕鰯 1
属性S内包蓮井 [NⅠL]僧卸値2

属性概念を割り当てることは出来ないので､

｢(部分)架体等薬体属性又は現象属性 [知織値〕修飾値｣
という形式で rlつの連体修飾成分一名開 ｣の意味を表す｡Sは
｢内包｣の ｢のJの激味を渡す｡実体名聞概念意味表現の基本

形を図3に示すO尚､策体概念が内包する ｢色｣r形｣等の属性
を ｢実体属性｣と呼ぶ｡罪体概念は､実体属性に加えて､｢内包｣

以外の-般の現象概念の唐味を含む r産地｣(r塵出場所｣)｢史
室台数｣｢製造主体｣等の現象属性を持ち得るo｢実体S属性限
定句｣属性は､属性儀を指定する属性名詞句 (｢1kgの重さ｣

等)意味発現､形容詞額 (連体形 (勤)形容詞､連体詞)意味

表現-のポインタを､直接修飾先属性の修飾値に格納すること

が出来ないために設けられた属性である (例えば､｢赤い色の

車｣における ｢赤い色｣唐味衆現-のポインタを､｢車令色｣属
性の修飾健に格納することは出来ない)｡属性名詞句意味表現､

形容詞類意味表現-のポインタは､｢実体S属性限定句｣属性の
修飾値に格納するor実体等連体修飾節｣属性は､当該実体概念
を修飾する連体修飾節の-ツドの述語概念意味表現へのポイン

タを修飾値に格納する属性である｡

尚､属性名詞概念意味表現は､案体概念意味表現とやや異な

る形式で寂現される (図4)o図で､r#｣は､-ツドの属性概
念そのものを寂すBこれは､本意味表現形式が､属性表現 ｢属

性 属性値Jを基本単位として､他の意味表現中の属性表現と

相互に位置付けられる形式を目指しており､属性概念に関して

も､その形式を維持するために導入したものであるor属性S内
包主体｣鳳性は､その修飾健に､当骸属性を持つ概念として表

層で指定された実体/現象/属性軌忠意味表現-のポインタを

格納する｡例えば､慨 の軌 という名詞句であれば､r色事内
包主体 [NILコ｢軌 斎味表現-のポインタ｣となるO
形容詞類概念意味表現は､

｢実体属性/現象属性 [知織値コ修飾値｣

(修飾値には､程度副詞等による限定情報が格納される｡)

の形式で表す｡

以上の意味表現形式により､任意の ｢連体修飾成分一名詞｣

の意味を､｢名詞概念lS名詞概念2｣という､表層の依存構造

に依存しない一定の形式で参照出来るようにする.更に､用例

から､出現しうる全ての名詞と連体修飾成分を収集することに

より､全ての属性を体系化して､属性間ひいては名詞句間の意

味の比較､対応付けを可能にする0

3.3.意味表現例

｢ホテルAは､浜松にある｡｣ (13)

に対する意味表現例を図5に示す｡｢ホテルA｣意味表現中には､

｢ホテルA｣の ｢所在地｣を表す ｢ホテルAS存在2場所｣属

性と､同じく ｢宿泊料金｣を表す ｢ホテルAS宿泊1料金｣属

図5 意味表現例 :｢ホテルAは､浜松にある｡｣

性が存在し､それぞれ値が ｢浜松市元城町1-1｣｢6千円～1
5千円｣と記載されている｡｢存在1｣の｢存在1場所｣属性と､

｢ホテルA｣の ｢ホテルAS存在2場所｣属性は概念的に上位

下位関係にあり､同種情報を表す意味の断片として相互に位置

付け可能な関係をなす (単なる ｢場所｣｢料金｣同士では意味が

嘩味で位置付け不能である)O但し､この段階では､両者は､単

に位置付け可能というだけで､入力文の真偽判定､質問応答等

において､互いに照合可能な関係にあるかどうかは確定しない｡

4.残った依存関係の解釈

前節において､依存関係を圧縮した意味表現方式を検討し､

属性表現を単位として意味の位置付けを行うことが可能となっ

たoLかし､この意味表現には依然としてフレーム間のポイン

タの形で依存関係表現が残っている｡この依存関係によって､

意味表現同士がどのように相互作用を及ぼし合うかが明らかに

なって､はじめて､互いに位置付け可能な同種属性の内､どれ

が照合可能な相手であるかを判断することが出来る｡

4.1.節意味表現の解釈
以下の例を考える｡

rホテルAは､浜松にあるo｣ (13)

前述のように､｢ホテルA｣意味表現には､｢所在地｣｢宿泊料金｣

をはじめとして､｢ホテルA｣に関する知識が､

｢ホテルAS存在2場所 [浜松市元城町1-1]NILJ
｢ホテルAS宿泊1料金 [8千円～]NIL｣
等の属性表現によって記述されている｡この属性表現の意味を

考える｡例えば､｢ホテルAS存在2場所｣という属性は､｢ホ

テルA奥彊在室量場所｣という r連体修飾節｣の形の意味を表
す｡即ち､この表現は､｢存在｣現象を核にして､｢ホテルA｣

に対して ｢主格｣関係､｢場所｣に対して ｢場所格｣関係､の2

つの格関係を内包している｡よって､

｢ホテルAS存在2場所 [浜松市元城町1-1]NIL｣
という属性表現は､

｢存在2場所 [浜松市元城町1-1]NIL｣
促し､｢存在2主体 [ホテルA]NIL｣
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という2つの属性表現の組と意味的に等価である｡従って､｢ホ

テルA｣が ｢存在1｣の ｢存在1主体｣属性に係った場合､本

来無関係な現象であった ｢存在1｣と ｢存在2｣が同一現象を

言及することになり､｢存在1場所｣属性と ｢ホテルAS存在2

場所｣属性とは互いに照合可能な意味を表すことになる (以後､

この関係を ｢意味的対応関係｣と呼ぶ)｡これは､｢ホテルA｣

が ｢ある｣に主格で係ることによって引き起こされる､｢ある｣

の意味と ｢ホテルA｣の意味の相互作用である｡よって､この

作用をr主格で係る｣依存関係の解釈に利用することが出来る｡

『｢存在1主体 [NIL]ホテルA｣ の場合に限り､
｢存在1場所｣ ｢ホテルAS存在2場所｣』

同様に､rホテルA｣意味表現に､

｢ホテルAS存在2時間起点 [1985年]NIL｣

と記載されていれば､｢ホテルAS存在2時間起点｣属性は､

｢ホテルA｣が ｢存在1｣の ｢存在1主体｣属性に係る場合に

限り､r存在1｣意味表現中の ｢存在1時間起点｣属性と意味的

対応関係を持つことになる｡

∵股に､現象概念で意味表現中の任意の現象属性表現が､

rT属性i [知織値iコ名詞概念U-のポインタ｣
の形を持っ場合､

T意味表現中の rT属性 i｣を除く現象属性表現の組､

‡｢T属性j [知識値j]修飾値jJ ) j≠i
は､名詞概念U意味表現中の属性表現の組､

‡｢UST属性j′ [知織値j′ ] NIL｣)

と (そのような表現が記載されていれば)意味的対応関係を持

ち､相互に値を伝搬し､照合することが出来る｡但し､｢属性

j′｣は､r属性jjと概念的に同一もしくは上位下位関係にあ

る格成分とする｡知識値j′と修飾債 jとがポインタ値であれ
ば､双方のポイント先意味表現中の対応する属性同士も意味的

対応隈係を持ち､相互に値を伝搬し照合することが出来る｡T
意味表現中の各属性表現における修飾値が話者の主張､疑問を

表すのに対して､U意味表現中の意味的対応関係にある属性表

現における知識値は､その主張､疑問に該当するシステムの知

織を表す｡従って､互いに意味的対応関係にある属性の組の間

で値を相互伝搬することにより､入力文で主張された内容の真

偽判定､質問回答等を行うことが可能となる｡

軌 副詞意味表現の意味は､｢現象属性 [知識値]修飾借｣

の形式で表され､述語意味表現中の概念的に同一もしくは上位

下位関係にある現象属性と意味的対応関係にある｡よって､副

詞意味表現中の知識債と､述語意味表現の対応する属性の修飾

債との間で健を相互伝搬し､依存関係の解釈を行う｡

4.ヱ.名詞句意味表現の解釈
4.2.i.連体修飾節意味表現の解釈
連体修飾節を含む ｢浜松にあるホテルに泊まったO｣ という文

は r(ある)ホテルが浜松にある｣+｢(その)ホテルに泊まっ
た｣という2つの単文に分割することが出来る｡連体修飾節は､

2つの節を､そこに共通に現れる名詞を仲立ちにして1つの文

に結合したものである｡よって､-ツドの名詞意味表現をコピ

ーして連体節内の述語意味表現の所定の現象属性 (構文解析結

果で指定される連体修飾節の格種別に基づく)に係げ､通常の

節として節意味表現を解釈した後､コピーされた名詞意味表現

に伝搬された各属性の修飾値をコピー元である-ツドの名詞意

味表現の対応する各属性の修飾儀に伝搬する｡これにより､r連

体修飾節--ツド名詞｣の依存関係を解釈することが出来る｡

4.2.2.連体助詞句意味表現の解釈
以下のタイプの連体助詞句について考える0

冒)実体概念A-実体概念B ｢Aさんの車｣

(ii)実体属性概念A-i(部分)実体概念B
(壷)部分実体概念A- (部分)実体概念B
(iv)(部分)実体概念A-実体/現象属性概念B

(Ⅴ)(部分)実体概念A-部分実体概念B

(vi)(部分)実体概念A- (部分)現象概念B

(vi)(部分)現象概念A-現象属性概念B

｢緑色の屋根｣

｢短い尾の鳥｣

｢尾の長さ｣

｢猫の足｣

｢車の開発｣

｢出発の時刻｣
(vB)値概念A- (部分)実体/現象概念B

rlOO円のラーメン｣｢100km/hの走行｣
(ix)値概念A-実体/現象属性概念B r1汰gの重さ｣
(i)の場合 (図6に例を示す)､2つの実体概念の意味と連体
助詞から､Aが係るBの属性Tを同定し､意味表現が生成され

車1
NIL岬 ツ

車lS車種 DVIL]NIL←RX7
車lS色 DHL]NIL←虜亀
車lS所有1場所 臼.u

HH
HU
即
Z
;車lS購入1立件 [NIL]
Aさん←Aさん
IL
IL-Aさん

車lS購入1価格 [NIuNI

Åさん垂所鮒地
Aさん垂繭 2場所 拍
AさんS樋野
Aさん冬空的明日 ･.

陣2]NIL
2]NIL
NIL

車2番製造2主幹
車2番朝生
車2番色
事2番所有3主幹
事2番所有3場所
車2番購入2主終
車2番購入2価賂

[マツダ]NIL
[RX7〕NIL
閲 NIL
払さん]NIL
DIIL]NIL
[Aさk]NIL
[3百刑 NIL

図6仏 (i)の例:rAさんの屯

る (図では ｢車lS所有 1主体｣)0Tの構成を ｢BS現象属性
i｣-rBS現象C格cj｣とする｡ Sの意味即ちBと現象C
との間の格関係が､格Ckに対応すると判定された場合 (図で■■■.∫
は r車1｣と ｢所有1｣の格関係 ｢対象｣)､A意味表現中で､｢A

S現象C′格ck′｣を探す｡但し､現象C′は現象Cと､格
Ck′は格Ckと､それぞれ概念的に同一もしくは上位下位関

係にある現象概念及び格概念であるとする｡そのような属性が

Aに存在し (図では ｢AさんS所有2対象｣)､その知識値の中
に､Bと概念的に同一もしくは上位下位関係にある概念意味表

現-のポインタⅤ(図では ｢車2｣)が含まれているなら､｢B
S現象C格Cj.｣属性は ｢AS現象C′格ck′｣属性と意味
的対応関係にあり､BはVのポイント先意味表現 (Dとする)(図

では､rRX7｣)を言及していると判断される｡これにより､

Bの各属性の修飾値と､D意味表現の対応する各属性の知識債

との間で､値を相互伝搬して､Aが含む限定情報をBに集約し

く図では "-"で表示)､依存関係を解釈することが出来る｡

(嗣 (in)の場合､Aの知識値 江連皇｣等Aが値情報を含む
場合)もしくは修飾値 (｢赤い皇｣等Aが値情報を含まない場合)
と､Bの対応する属性の修飾儀との間で相互に値を伝搬 し､B

に修飾情報を集約して､依存関係の解釈を行う｡

(iv)(V)(va)の場合､Bと概念的に同-もしくは上位下位
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関係にあ凱 風量こおける属性観息又は郎曾藻体概念の属性の知
織値と､愚の対応する膝錬髄との間で健を相互伝搬し､Bに修

飾情報を某的 して､依(滞jl.:Tw)郎軌を･行う｡

(vi)は､射 丑で述べた酢の解釈と同様な手順で解釈するo

捕 )の磯督､r親機が健概念Aであるところの 潮 分)藻体/

現象概念lう｣とい:]長堤U):rl崩姓が｣が軒略された形 (｢(価格

が)100円である予-〆机 噂)とみなし､r単位琴から推定さ
れた属性 E触織騰ヨ勝観念AJという属性褒現が生成される｡

B密醸衆税率で､これと対応する属性激現を探し､その修飾億

にAを代人することにより､依存閲係の郎歌を行う.

(ix)の磯倉､藤碗液現生成時に 『旗棒/現象属性概念B [N

王L3億軌敷風』が生成慮れ､依存関係の解釈は不要であるo

以上U)解釈によi')､銅 等飾成分に含まれる限定情報が､-ツ

ドの名綱概念に戯ける射臆する属性の修飾健に鶴約されるo

軌 形容網鞠の意味は､r属性 E知織儀〕N王LJの形式で
衷されるので､(ii)(iii)とIill様な解釈を行う｡
4.2.3.同遺文の解釈例
以下に､サンIJ'/レをJ齢 ､て､5%･･なる依存構造を持つ同義文で
あっても､依存関係cJ.)解釈を適用することにより､同一の解釈
結果が得られることを示すO

rLANはどれくらいの速度でデータを伝送するかO｣

｢LANがデ-タを転送する速度は､どれくらいか｡｣ (1

｢LANの伝送速度は､どれくらいか｡J (1

∩Ⅳnu
L■iiJltHHHJ

4

5

6

(14)は､まず､｢どれくらいの速度｣の意味として｢速度 [N

IL]?｣(-Uとする)が生成される｡Uは ｢伝送する｣意味
表現中の ｢伝送速度 [NIl一]NIL｣と意味的対応関係を

持つので､健が相瓦伝搬慮れ､r伝送速度 【NIL]?｣が得
られる (Uには rNIu が伝搬されるので､変化しない)｡｢L

AN｣が ｢伝送五体jに係っているので､rLAN｣意味表現中

の rLANS伝送速度Aと r伝送する｣の r伝送速度｣との間

に密味的対応関係が発生し､健が相互伝搬されるoこれによっ

て ｢?｣の匝J芥として､例えば ｢l00Mbps｣が得られる (同時に､

｢l00Mbps｣はUにも伝搬されるが､ここでは無関係)0
(15)は､rI..ANは (ある)速度でデータを伝送する (節 1)｣

+｢くその)適度はどれくらいか (節2)｣と分解出来るので､
連体修飾節のヘッドの鶴間 r速度Jを切り離して節 1を作るo

これに射して 日 射 と同様な解釈を行う｡その結果､｢速度

[N日.一]10f)Mbps｣が得られるoこれを-ツド名詞 ｢速度｣意
味表現の ｢# (｢速度｣)｣脳性の修飾値に伝搬するQ次いで､主
節 ｢断軌 藩味衆現 潤 2)の解釈を行い､｢断定対象属性｣(r速

度｣)- ｢断定帰結 (｢?｣)｣の関係から､｢?｣の回答として､

｢l00Mbps｣が得られる｡
(16)は､まず､名閑句 rLANの伝送速度｣の解釈により､

｢速度｣藩味楽観中の r#(｢速度｣) [NⅠLコNⅠL｣と意
味的対応関係をもつ rLANJ密味表現中の ｢LANS伝送速

度 [l00Mbps]N∫L｣の間で値の相互伝搬が起こる｡これに
より､｢# (｢速度｣) [NII_]100Mbps｣が得られ､(15)
と同様に､r?Jに対応する回答が得られる0

5.意味の位置付けによる文の解釈

前節では､単･一一文､単一節節内の意味解釈について述べた｡

しかし､異なる文､節内に含まれる単静同士には直接の依存関

係は存在しないため､前節で述べた方法で複数文､複数節の意

味を互いに限定することは出来ないO従って､依存関係をたど

ることなしに､静､旬､節の意味を限定する必要があるO

人間は､イメージによって現象を再現しつつ文を読み､各文

のイメージを互いに対応付け､詳細化していくように見える｡

文の意味は､｢場面｣や ｢状況｣の中に対応付けられて初めて具

体化されるから､イメージの正体はさておき､各文の意味を相

互に対応付けるという操作は重要である｡

本稿では､文､節 (以下､｢節｣に統～)の意味表現を､属性

を単位として互いに対応付け､2つの節を構成する静の意味の

中に､対応する属性が存在すれば､それらの属性の間に直接の

依存関係が存在しなくても､相互に値の伝搬が生じ､それが節

全体の意味の限定を引き起こす､と考える｡即ち､

･入力節意味表現と先行節の意味表現との対応付けを順次試み､

全ての節をその上に位置付けることが出来る､最も広い ｢場

面｣を与える節を同定する｡

･各節を ｢場面｣内に対応付け､各節と ｢場面｣に記載されて
いる属性値情報を相互に伝搬する｡

｡位置付けられた各節に対応する ｢場面｣内の部分を､節対応

付け時点での r既音及部分｣ として束ねる｡

･｢既音及部分｣以外の ｢兼官及部分｣を束ねる｡
例えば､

｢家にPCが3台あるので､

LANを張りたい｡

それで､PCにネットワークカードを装着して､

PCをケーブルでHUBに接続した｡
その後､どうすれば良いれ ｣

1

l
1

2
ウ
】

ノン
(
(

(
(

の場合､概ね以下のような処理が行われ､回答が取得される

円

郎

如

S
H

個

7､8､9を参照)｡
(I7)が入力されると､これを先行文脈に対応付けようと

するが､先行文脈が存在しないので､自身が文脈に置かれる｡

(18)が入力されると､これを先行文脈と対応付けようと

するが､(17)は (18)を含む意味を持たない｡そこで､逆

に､(17)を (18)に対応付けようとする｡(18)の ｢L

AN｣意味表現中に ｢LANlS構築方法 [方法値1]NIL｣

表現が存在し､｢LAN｣を構築する際の ｢前提｣､｢方法｣､｢帰

結｣が､各々 ｢前提1｣(現象集合概念)､｢方法行為列 1｣(行

為列集合概念)､｢帰結1｣(｢LANが構築されること｣)とし

て記載されている｡(17)は､その中の ｢前提lJの要素の1

つ ｢存在2｣(これをⅩとし､｢ある場所にN台のPCが存在す

る｣という意味が表されているとする)に対応する｡又､(18)

は､r帰結1｣に一致するoよって､『前提｣(の1つ)が満足さ
れているから､帰結を達成したい』という論理が成立し､｢ので｣

が整合することが分かると同時に､(17)が ｢前提 1｣中に対

応づくことが､この時点では正しいと判断する｡｢前提1｣の中

で､Ⅹを ｢前提既言及部分｣(現象集合概念)とし､それ以外を

r前提未言及部分｣(現象集合概念)として束ねる (図8)｡(1

8)が r場面｣を与えると判断するC

次いで､(19)が入力されると､｢方法行為列1｣の1つの

行為Yに対応付けられる｡これにより､『帰結を達成したいから､

方法の1つの行為を実行した』という論理が成立し､｢それで｣
が整合することが分かる｡よって､依然として ｢場面｣が有効

であると判帆 ｢方法行為列1｣の先頭からYに至る部分行為列

を ｢方法既言及部分｣ (行為列集合概念)､残りを ｢方法未言及

部分｣(行為列集合概念)として束ねる｡｢方法来宮及部分｣の

｢実行時点｣属性の知識値に ｢Ⅹ生起時点以後｣を格軌
(20)が入力されると､同様に ｢方法行為列1｣の1つの

行為Zに対応付けられる｡Zを ｢方法未言及部分｣から削除し､
｢方法既言及部分｣に繰り込む｡｢方法既言及部分｣の ｢実行時

点｣属性の知識債に ｢Z生起時点以後｣を格納する (図9)0
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図7 例文 (17)(18)瑚醐表現
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図8 例文(17)入プ頭如)r前提1｣の牌
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図9 例文 (20)入力後の 脚 .Jl｣の牌

(21)は､｢する｣(｢実行行為｣)(｢ばよい｣は ｢推奨｣
マーカで表される)の抽象度が高いために､｢場面｣中の､概念

的に同-カテゴリにある ｢方法行為列｣との対応付けを試みる

が (r構築行為1｣とは概念カテゴリは一致するが､｢時点｣属

性の値が一致せず､又､｢前提1｣とは概念カテゴリが一致しな
い)､ここは r時点｣属性の値が-致しないため対応しないと判

帆 次いで､｢方法既言及部分｣と対応付けようとするが､同様

に失敗し､｢方法東宮及部分｣と対応付けようとする｡ここでは､

｢時点｣属性の知識値が ｢Z生起時点以後｣となっているので､
(21)の値 ｢その後｣(｢それ｣は (21)の直前に音及され

た現象)と一致し､｢方法未言及部分｣が対応先と判断される｡

これにより､｢どうする｣の ｢どう｣に対応する属性表現 ｢実行

行為構成成分 [NIL]?｣と対応する ｢方披未普及部分｣

意味表現中の ｢方法未言及部分構成成分｣属性の知織値から､

｢?｣に対する回答として､｢設定行為1｣が取得される(図9)｡

尚､先の (14)～ (16)と同義な別の表現､

rLANを張りたいんだけど､伝送速度はいくらくらいかO｣

は､節が2つに分かれているために､依存関係の解釈では回答

を得ることは出来ない｡これに対して､上記の対応付けによる

解釈では､主節の ｢伝送速度 [NIL]?｣表現が､従属節
における ｢LAN｣意味表現中の ｢LANS伝送 1速度

[100Mbps]NIL｣と対応付けられ､回答を得ることが出来る｡
このほか､詳細は省略するが､対応付けによる解釈を利用す

ることにより､接続表現のバリエーションに基づく因果関係の

同義表現の解釈が可能になる｡

r胃の薬を飲むこせ払よって､胃のもたれを治す｡｣ (22)

｢胃のもたれが治るよう_に､胃の薬を飲む｡｣｢胃のも

めに

､胃の薬を飲む｡｣

｢胃のもたれを治したい92三､胃の薬を飲む｡｣
●●■●●●●●●

6.まとめ

依存関係の表現を圧縮し､任意の述語からなる文の意味を､

｢断定｣を唯一の述語概念とする表現に変換する意味表現方式

を検討したOこれにより､意味表現相互の位置付けを容易に行

うことが可能になった｡依存関係を圧縮した後でも､依然とし

て依存関係の表現が残るが､残った依存関係によって互いに結

合された概念中の属性表現同士がどのような相互作用を持つか

を示し､その相互作用を利用した節内の意味解釈方式を検討し

た｡更に､複数文､節を文脈､知識上に対応付け､依存関係の

解釈に依らない複数文､複数節間の意味解釈方綾を検討した｡

更に広範な文を対象として､有効性を検証することが今後の課

題である｡
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